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平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会

Ⅰ．日 時 平成 31 年４月 11 日（木）

開 会 午後３時 00 分

閉 会 午後４時 07 分

Ⅰ．場 所 市役所４階 Ｓ５，６会議室

Ⅰ．進 行 教 育 長 鈴 木 忠 吉

Ⅰ．出 席 委 員 委 員 川 端 秀 仁

委 員 宮澤 ミシェル

委 員 舘 里 枝

委 員 宮 道 力

Ⅰ．出席説明者 教 育 総 務 部 長 白 石 嘉 雄

教 育 総 務 部 参 事 大 友 隆 司

教 育 総 務 部 次 長 醍 醐 恵 二

教育総務部副参事（教育総務課長） 河 野 良 江

教 育 政 策 課 長 宇田川 知 久

教 育 施 設 課 長 須 賀 真

学 務 課 長 大 和 利 光

学 務 課 主 幹 鈴 木 明 美

指 導 課 長 丸 山 恵美子

教 育 研 究 セ ン タ ー 所 長 山 本 典 子

保 健 体 育 安 全 課 長 亀 山 さゆり

千鳥学校給食センター第一調理場 前 田 唯 一

・第二調理場・第三調理場所長

生 涯 学 習 部 長 八 田 吉 浩
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生 涯 学 習 部 次 長 髙 梨 晶 子

生涯学習部副参事（生涯学習課長） 島 﨑 浩 一

生 涯 学 習 課 主 幹 斉 藤 恭 一

市 民 ス ポ ー ツ 課 長 望 月 勇 人

青 少 年 セ ン タ ー 所 長 小 澤 浩 一

郷 土 博 物 館 長 金 子 義 則

高 洲 公 民 館 長 小 林 順 子

中 央 公 民 館 長 川 口 雅 之

堀 江 公 民 館 長 三 浦 正 志

富 岡 公 民 館 長 堀 木 和 久

美 浜 公 民 館 長 本 多 浩 美

当 代 島 公 民 館 長 河 野 純 栄

日 の 出 公 民 館 長 岡 本 修 司

中 央 図 書 館 長 加 藤 竜 治

Ⅰ．傍 聴 人 １名

Ⅰ．案 件

第１．会議録の承認

１．平成 31 年浦安市教育委員会第２回定例会会議録の承認について

第２．教育長からの一般報告

第３．審議事項

第４．協議事項

第５．報告事項

１．行事開催案内

(1) 2019 年度体育大会実施競技開催案内
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２．行事・会議報告

(1) 平成 30 年度第３回浦安市学校給食センター運営委員会開催報告

(2) 平成 30 年度青少年自立支援未来塾開催報告

(3) 平成 30 年度第５回定例社会教育委員会議開催報告

(4) 第３回青少年センター運営協議会開催報告

(5) 平成 30 年度市民体育大会実施競技開催報告

(6) 平成 30 年度第３回浦安市文化財審議会開催報告

(7) 平成 30 年度第６回公民館運営審議会開催報告

３．その他・報告事項

(1) 教育委員会共催・後援行事一覧

(2) 平成 31 年度浦安市教育委員会学校訪問実施要項

(3) 平成 31 年度幼稚園・認定こども園計画訪問実施要項

(4) 平成 30 年度教育相談事業実施状況

(5) 平成 30 年度学年末及び平成 31 年度学年始め休業中における事故等について

(6) 平成 31 年度産業医及び健康管理医について

(7) 平成 31 年度学校医、学校歯科医、学校薬剤師の配置について

第６．その他
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開 会 （午後３時 00 分）

鈴木教育 長 それでは、会議を始める前に、事務局より発言を求められている。

白石教育総務部長、八田生涯学習部長より職員紹介があった。

鈴木教育 長 これより平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会を始める。

始めに議事の第１．会議録の承認である。

平成 31 年浦安市教育委員会第２回定例会会議録について、承認いただ

けるか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、平成 31 年浦安市教育委員会第２回定例会会議録は承

認された。

なお、会議録の承認に当たり、会議録署名委員を宮澤委員にお願いす

る。

鈴木教育 長 次に、議事の第２．教育長からの一般報告に移る。

はじめに、年度当初にあたり話をさせていただく。

平成も残り 20 日余りとなり、次回の定例会では、新しい天皇の即位に

合わせ、新しい元号「令和」となる。

４月１日には市長及び教育委員会から辞令交付があり、新しい人事体

制がスタートした。会議に先立ち、教育総務部長、生涯学習部長より教

育委員会事務局の管理職の紹介をさせていただいた。私も含め、１年間

よろしくお願いしたい。

４月２日、３日に教育委員会事務局の課長補佐級以上の職員と、教職

員籍の職員に対し、教育長講話として、私から年度当初にあたり話をさ

せていただいた。両日とも参加者全員に自己紹介していただき、職員一
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人一人の個性の豊かさを知り、教育委員会として、未就学の子どもから

生涯学習を謳歌している市民の皆さんのため、なお一層、学校教育と社

会教育の融合を目指して誠心誠意実践していきたいと決意を固めたとこ

ろである。

現在、本市では新たな総合計画を策定しており、基本構想が固まりつ

つある。教育委員会では総合計画を参酌し、（仮称）教育振興基本計画

の協議検討を進めているところである。私は、教育委員会の使命は「人

づくり」だと考えている。まちづくりには、まず、人づくりが必要との

思いから、令和元年末には、今後 10 年、20 年先を見据えた新たな計画

を策定できるよう務めていきたい。また、各委員にも今後の教育委員会

会議にてご意見をいただきたいと思う。

それでは、一般報告に入る。

１点目は、本年度の園児・児童・生徒数および教職員数についてであ

る。

４月１日現在、小学生は 8,949 人で、前年度と比べ 355 人減となる。

学級数も316学級で、前年度と比べ７学級減となる。また、中学生は3,883

人で、昨年度より 131 人減となり、学級数は 125 学級で、前年度よりも

３学級の減となっている。本日開催された葛南管内教育長会議において、

管内の船橋市、市川市、習志野市、八千代市、浦安市の中で、本市の児

童生徒数が一番減少していた。一時期、他市に先駆けて、人口が急激に

増加したため、今では、反対に急激に子どもの数が減っている状況とな

る。ただ、その子どもが急激に少なくなっている状況が、市内全域では

なく、急激な減少地域もあれば、児童数が増加している地域もあり、偏

りが出ている。

子どもの減少に伴い、県費教職員も若干減少し、小学校 449 人、中学

校 246 人となっている。また、県の講師については、今のところ 67 人を

配置しており、そのほか、本市独自の市費非常勤職員として、少人数教

育推進教員が現在、小学校 26 人、中学校 24 人、未配置が４人となる。

補助教員は、小学校 86 人、中学校 24 人、未配置が 25 人となり、市費の

非常勤職員が集まらない現状となっている。



- 6 -

２点目は、入学式、入園式についてである。

４月８日に始業式があり、翌日の９日に小学校の入学式が行われた。

この日は、好天に恵まれ、桜が満開する中での開催であったが、翌日 10

日に行われた中学校の入学式では、平成最後の寒波に見舞われ、冷たい

雨天となった。そして本日、幼稚園、認定こども園の入園式が行われ、

北風がやや強かったものの、よい天候に恵まれた。新入園児、児童、生

徒の数は、幼稚園・認定こども園の年少児が 325 人で、前年度より 35

人増となり、年中児が 175 人で、前年度よりも 19 人減、年長児は 30 人

で、前年度よりも 11 人減となる。また、新小学校１年生は 1,337 人で、

前年度よりも 83 人減となり、新中学１年生は 1,291 名で、34 人増とな

った。

３点目は、４月３日に行われた新任式についてである。

新任式は、新しく管理職となられた校長、教頭、主幹教諭と他市から

交流で来られた先生、そして新規採用教職員が、教育委員会幹部職員と

顔合わせをすることを目的に毎年行われている。今年度の新任校長は小

学校４人、中学校２人、新任教頭は小学校３人、中学校３人、主幹教諭

は、小学校２人、中学校１人であった。また、今年度に他市から異動し

て来られた先生は、小学校 16 人、中学校 15 人となり、新規採用教員は、

小学校 18 人、中学校は 10 名となる。

管理職の挨拶は、それぞれが、学校づくりに希望を持ち、落ち着きが

あるものであった。なかでも、数日前まで教育委員会学務課に在職して

いた管理主事は、６年ぶりに学校現場に戻り、大変生き生きとした表情

で、元気な声で挨拶していたことが印象的で、改めて学校現場は良いも

のなのだなと感じた。

他市町村から転任された職員は、新たな地で不安を感じながらも前ま

で在籍していた市町村との違いを学んでいきたいという挨拶が多かった。

このことは、本市の教育にとっても他市での方法や考え方を取り入れる

良い機会であるため、相互に生かしてほしいと思う。

また、新規採用職員は、浦安小、浦安中、南小、堀江中といった元町

の学校出身者だけでなく、高洲北小、入船中出身という新町、中町出身
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の先生方が増えてきたことに、大変うれしく思っている。

新規採用職員の挨拶は、その多くが、大変初々しく、やる気にあふれ

た挨拶が多いなか、１人だけ「無理なくやっていきたいと思う」という

決意を述べた先生がいた。働き方改革が叫ばれ、「教育現場はブラック

である」と揶揄されている今日、先生方が無理をしていては、子どもた

ちにもいずれ無理をさせることもでてくると思う。私は、無理をしない

という言葉は、いい言葉だと褒めたところである。

４点目は、公民館についてである。

今年度、人事異動により美浜公民館以外の公民館で館長の配置換えが

あった。昨年度、教育長として、全ての公民館の文化祭に出席したが、

本市の公民館はそれぞれに特色がある。そこで、ぜひ、公民館長には１

年をかけて、各公民館の特色を生かしたキャッチコピーを考えていただ

ければと考えている。

最後に、市公認キャラクター「あっさり君」についてである。

昨年度行われた総選挙において、2019 年、20 年の市の公認キャラクタ

ーに郷土博物館のキャラクターである「あっさり君」が選ばれた。この

２年間は、あっさり君を前面に打ち出していきたい。教育委員会幹部職

員の名刺には早速あっさり君をプリントした。

以上、一般報告とする。

次に、議事の第３．審議事項及び議事の第４．協議事項については、

本日の上程はない。

次に、議事の第５．報告事項に移る。まず、１．行事開催案内である。

事務局からの説明を求める。

(1) 2019 年度体育大会実施競技開催案内について、望月市民スポーツ課長より説明が

なされた。

鈴木教育 長 ただいま報告がなされた行事開催案内に対する質問を受け付ける。

委 員 屋外の競技については、天候などに影響されるが、予備日は設けられ
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ているのか。

望月市民スポーツ課長 屋外競技については、土曜日であれば翌日に、日曜日であればその翌

週が予備日となる。

鈴木教育 長 10 連休に大会は開催されるのか。

望月市民スポーツ課長 10 連休の開催は、できるだけ避けるよう協議したが、体育館の使用の

都合上、ユニバーサルホッケー大会は５日が開催予定となっている。

委 員 春季大会にボッチャ競技が２つ記載されているが、これは別の大会な

のか。

望月市民スポーツ課長 ボッチャ競技は、地域ごとに大会を開催しており、これは異なる大会

となる。

鈴木教育 長 両方とも同じ「ボッチャ競技」と記載されているため、わかりにくい。

次回からは、記載を改めたほうがよい。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

次に、２．行事・会議報告に移る。報告事項の(1)から(7)については、

事前にお配りした資料をもって報告とさせていただく。

報告に対する質問を受け付ける。

委 員 青少年センター運営協議会報告で、「大学生等の自転車の危険走行等

が増えているが、その要因は。」の質問に対して、「パトロールの時の

積極的な声かけの結果と考えられる。」とあるが、これはどういう意味

か。

小澤青少年センター所長 パトロールの際に危険走行を見逃さず、積極的な声かけを行った結果、
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大学生の危険走行等が増えた。

委 員 積極的なアプローチによる結果ということか。

小澤青少年センター所長 そうである。

委 員 学校給食センター運営委員会報告にある学校給食の空き牛乳パックの

回収処分について、廃棄物収集運搬業者ではない業者が牛乳パックを回

収することに県から指摘を受けているようだが、これは、リサイクルの

一環として行っていることで、廃棄とは異なるのではないか。なぜ県は、

廃棄しなければならないと指導しているのか。

前田千鳥学校給食センター所長 製品として運ばれた牛乳を回収し、持ち帰るためには、一般廃棄物処

理許可が必要となる。現在、牛乳を納入している業者は、一般廃棄物の

処理許可がないことが理由である。

委 員 今までの業者は、リサイクル処理をしていなかったのか。

前田千鳥学校給食センター所長 リサイクル処理を行っていた。ただ、一般廃棄物回収許可がないと、

法に抵触する恐れがあると県から指摘されたため、昨年 10 月に業者が撤

退している。

委 員 今は、リサイクルはされていないということか。

前田千鳥学校給食センター所長 そうである。

鈴木教育 長 リサイクルの場合、飲み残しを捨て、洗って、干すことが必要になる。

現状では、子どもたちがリサイクル作業する時間をとることができない

ため、ごみとして扱っている。
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前田千鳥学校給食センター所長 本日、見明川地区の学校を見回ったが、自分で飲み残しを捨てなくて

はならないため、捨てることが手間なのか、飲み残しをしないようにし

ようという様子が見受けられた。

委 員 定例社会教育委員会議報告に「こどものつくるまち＠うらやす実行委

員会」とあるが、これはどのような団体なのか。

島﨑生涯学習課長 社会教育委員会議では「浦安っ子を支える地域の力」という提言の策

定作業を進めており、子ども向けの青少年教育活動に取り組んでいる団

体として、こどものつくるまち＠うらやす実行委員会に会議に出席いた

だいた。

こどものつくるまち＠うらやす実行委員会では、年に２回、新浦安駅

前と市民まつりの際に一定のエリアを確保し、子どもたちが子どもたち

自身で街をつくり、子どもたちが市長や、議員、警察官になり、また、

商店を営むなどの就労経験ができるなどの取り組みをしている。

髙梨生涯学習部次長 中央公民館で「子ども企業塾」という主催事業として、キャリア教育

や体験学習の一つとしてスタートし、その取り組みが広がり、子ども企

業塾をサポートするスタッフが、実行委員会の一構成委員として、独自

にこどもがつくるまちを開催している。

鈴木教育 長 昨年、私もイベントに出席させていただいたが、大人たちは子どもた

ちのまちに入ることができない。子どもたちが、まちの仕組みを知り、

学ぶことができるイベントであった。

委 員 学校給食センター運営委員会の報告の中で、アレルギー対応食を提供

している児童数が 79 名とあるが、今後、さらに増えた場合対応が難しく

なるのではないか。

前田千鳥学校給食センター所長 確かに、アレルギー対応食の提供は年々増加傾向にあり、小学校では、
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卵と牛乳の対応をしているが、保護者からは、エビ、カニ、ナッツまで

対応を拡大してほしいという要望がある。ただ、アレルギー対応食は、

別の部屋で一から作っている都合上、本市の施設で提供できるのは、80

名が限界だと考えている。

委 員 エビ、カニにアレルギーがある児童は、どのような対応がなされてい

るのか。

前田千鳥学校給食センター所長 献立のメニューがどのような成分でできているかを食品材料一覧表

にして希望の保護者に配付している。アレルギーが出る恐れがある場合

は、別の食事を持ってきていただくなどの対応をしている。

委 員 子どもに弁当を持ってきてもらうということか。

前田千鳥学校給食センター所長 そうである。もしくは、該当するメニューは食べないというかたちに

なる。

委 員 その日の給食代はどうなるのか。その日分を減額するのか。

前田千鳥学校給食センター所長 給食代の減額はしない。10 食以上食べた場合は、月額 4,300 円をいた

だいている。10 食に満たない場合は、日割り計算となる。ただし、牛乳

を飲まない場合には、牛乳代は減額している。

委 員 アレルギーを起こす人は、必ず対応しなければならない。これが、好

き嫌いなのか、アレルギーなのかは、最初の段階で保護者によく聞き取

りをしなくてはいけない。

鈴木教育 長 給食時ではなく、その後の昼休みに運動してアレルギーが発症する子

どももおり、年に何回かは、救急車で搬送されることがある。
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委 員 定例社会教育委員会議の報告の中で、成人式について委員の意見が記

載されており、ディズニーランドでの開催が非常に浦安らしいというと

ころで、実際には実行委員が一生懸命やっていて、もっとアピールした

らどうかというような内容である。今まで、ジェイコムなどの取材は入

っていなかったのか。無料で取材してもらえるよう交渉が可能であれば、

成人式の当日だけではなく、実行委員による打ち合わせの様子なども取

材していただき、記録として残しておけるのではないかと思う。

もう１点、青少年センター運営協議会の報告の中で、ＳＮＳなどによ

り、子どもたちのコミュニケーションのとり方が変わってきているとい

う趣旨の記載があり、少し考えなければならないと思った。

島 﨑 生 涯 学 習 課 長 成人式の実行委員会にジェイコムも入って取材することもあるが、ど

うしても当日のみの取材となり、会議の模様や内容については、一度も

お知らせしたことはないと思う。今後は、実行委員のあり方や活動など

も紹介していきたい。

委 員 社会教育委員会議の開催報告では、子ども図書館の基本構想について

も記載されているが、様々な意見が出ていて、委員の中でもまとまって

いない印象があるので、しっかりとまとめていただきたい。

斉藤生涯学習課主幹 子ども図書館基本構想については、すでにまとまっており、成果品も

届き、今後、構想を公表する手続に入る。

この社会教育委員会議の際は、まだ、構想がまとまる前の段階であっ

たため、様々な意見をいただいている。

インターネット環境と勉強する場所については、設計段階で考えてい

きたいと考えている。また、ディズニー図書館については、参考意見と

して理解している。

鈴木教育 長 すでに構想はまとまっており、施設の設備やレイアウトなどについて

は、今後、設計の段階で検討することとなる。
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ほかにないか。よろしい。

（「はい」の声あり）

鈴木教育 長 次に、３．その他・報告事項に移る。報告事項の（１）及び（６）か

ら（７）については事前に配布した資料をもって報告とさせていただく。

報告事項の（２）から（５）について、一括して事務局からの説明を

求める。

(2) 平成 31 年度浦安市教育委員会学校訪問実施要項、(3) 平成 31 年度幼稚園・認定

こども園計画訪問実施要項、(4) 平成 30 年度教育相談事業実施状況、(5) 平成 30 年

度学年末及び平成 31 年度学年始め休業中における事故等についてについて、丸山指導課

長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいまの報告に対する質問を受け付ける。

委 員 いじめメール相談についてだが、このサイトにアクセスした数を把握

するためのカウンターは設けているのか。

丸山指導課長 カウンターは設けていない。

委 員 子どもたちが、相談メールを送るかどうか迷っている場合もあると思

う。カウンターがないとそれを把握できないため、検討する必要もある。

鈴木教育 長 当初、いじめメール相談は、子どもからの相談メールを想定したいた

が、報告のあった３件は、いずれも保護者となる。本来、私どもは、直

接の子どもからの相談を想定していた。

現在、国でもＳＮＳなどの研究をしていたり、他市町村ではＳＮＳを

使った相談も行っていることから、本市においても今後研究していきた

いと思う。
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学校のスクールライフカウンセラーへの相談は減少し、学校外での適

応指導教室の相談など増えてきているため、浦安市では学校外での相談

についても充実させていければよいと考えている。

カウンセラーへの相談が減少しているのは、カウンセラーが１年ごと

に代わることで、相談に行きづらくなっているというようなことはない

か。学校ではどのような様子だったのか。

丸山指導課長 ３月までいた小学校では、スクールライフカウンセラーへの相談は非

常に多かったと思う。その内容も、多岐にわたっているが、友達に伝え

たいことがうまく伝わらないという友人関係の相談が非常に多いように

感じた。

大和学務課長 同じく小学校の場合となるが、低学年は、相談したいことがあれば、

相談に行っているようだが、年齢が上がり高学年になると、周囲にどう

見られているかを非常に気にしているため、スクールカウンセラーの部

屋に行ったことを周りに知られることが嫌だという状況が増えている。

山本教育研究センター所長 中学校では、休み時間が少なく、また、放課後も部活動があるため、

学校内のスクールカウンセラーの部屋に出向く時間をとることは難しい

現状がある。そして、小学校の高学年と同様にスクールカウンセラー室

に向かう姿を見られることに抵抗がある子どももいると思う。

ただ、人とのかかわり方に困難さがあり、それを担任などに相談した

場合は、スクールカウンセラーにつないで、放課後、定期的に面談をし

てカウンセリングをしたりしている。また、昼間は主に子どものことで

悩んでいる保護者についての面談を行い、中には定期的に面談をし、カ

ウンセリングをしている。

委 員 外国では、親が病院や会社、チームなどのカウンセラーに直接相談す

るなどしており、子どもの成長にとって、とても良い環境であると思う。
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鈴木教育 長 カウンセラーは、子どもを評価する立場である教員とは異なるため、

保護者も相談しやすいのではないかと思う。もっと、うまくつないであ

げられるとよいと思う。

委 員 いじめの相談についてだが、相談しても回答や報告がないと、無視を

されたと思い、さらに不満がたまる可能性でてくるため、初期対応をき

ちんとしていただきたいと思う。また、ゲームやスマホにより昼夜が逆

転し、生活リズムが狂ってしまう事案については、具体的にどのように

取り組むのかを検討する必要がある。そして、タブレットを活用推進し

たいが、ネットがつながりにくく、十分な活用ができないということに

関しては、早急に対応いただいきたいと思う。

鈴木教育 長 明日、生徒指導主任会議があるため、各学校においての対策や関係機

関との連携をどのように図っていくか検討いただきたい。

また、一昨年からＳＮＳサミットを実施しており、今年度も実施する

予定である。子どもたちが、自分事として考えていけるようにしていき

たいと思う。

それでは、次に、議事の第６．その他に入るが、本日は、その他の事

項の上程はない。

次に、各委員から何かあるか。

委 員 インフォマートという東証一部上場の会社から情報提供をいただき、

皆さんに共有させていただいた。

このインフォマートという会社は、インターネットを通じて企業と企

業の取引をウエブ上で行うことで業務の効率化が図られるようなシステ

ムを提供している会社である。その会社の社会貢献事業として、ＣＳＲ

活動があり、無償で公立の小中学校の給食の業務を対象に、会社が提供

しているシステムを無償提供するという話を聞いた。

今、現場でどのように行われているのかを把握してないが、エクセル

や紙ベースで行っているのであれば、このシステムに切りかえることで
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担当の業務時間が大幅に削減、軽減できたり、また、アレルゲンの関係

の管理も業者とのやりとりの中で簡易にできるようになるという話であ

った。興味があれば、ご覧いただきたい。

委 員 以前いただいただいた小中学生生活実態調査の表に誤りがあると思う。

確認いただきたい。

鈴木教育 長 小中学生生活実態調査は、手元にないため、会議後に確認することと

する。

ほかにないか。よろしいか。

以上で、平成 31 年浦安市教育委員会第４回定例会を閉会する。

閉 会 （午後４時０７分）


